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３つの特徴

休日はホッと一息つける時間が
欲しいあなたへ。

休日はホッと一息つける時間が
欲しいあなたへ。

新鮮な手作りコーヒー豆残りは心からのリラックスを与えてくれます新鮮な手作りコーヒー豆残りは心からのリラックスを与えてくれます

はじめまして！和田喫茶の和田 誠です。

みなさん、毎日遅くまで、お仕事お疲れさまです。

これから梅雨の季節 ... ジメジメといった日が続きますが

体調など壊されていませんか？ご自愛下さいね。

はじめまして！和田喫茶の和田 誠です。

みなさん、毎日遅くまで、お仕事お疲れさまです。

これから梅雨の季節 ... ジメジメといった日が続きますが

体調など壊されていませんか？ご自愛下さいね。

①注文後にコーヒー豆を焼くから鮮度抜群！！

②5種ブレンドで実現した味と香りのハーモニー

③体にもやさしい安心のコーヒー

焼きたてのコーヒー豆の香りは、市販品のそれとはちがいます。

オーケストラのように、１つのコーヒーだけでは表せない味をつくりあげました。

苦味、酸味が抑えられ、甘味、コク、香りが強調されています。

コーヒー豆は農産物なので、虫食い豆やカビ豆が混ざっていることがあります。
それらを一つずつ取り除いているので、安心して飲めるコーヒーなんです。

焼きたてのコーヒー豆の香りは、市販品のそれとはちがいます。

オーケストラのように、１つのコーヒーだけでは表せない味をつくりあげました。

苦味、酸味が抑えられ、甘味、コク、香りが強調されています。

コーヒー豆は農産物なので、虫食い豆やカビ豆が混ざっていることがあります。
それらを一つずつ取り除いているので、安心して飲めるコーヒーなんです。

嬉しいお声

袋を開けた瞬間、

いい香りが部屋中に広がりました。

もうコンビニコーヒーには戻れません！

すっきり飲みやすい

絶妙なブレンドでした。

むつ市　鳴海さん

埼玉県　原子さん

青森市　吹越さん

~ 通販専門手焼きコーヒー豆 ~
FAX:017-736-4773

メール：wadacoffee.aomori@gmai.com
　　HP:https:llwadacoffee.thebase.in

￥６５０/１００ｇ (一杯あたり６５円 )

・モカをたっぷり使った、
後味すっきりのクリーンな
コーヒーです。

和
珈琲
ROASTERY ＆ CAFE

田





毎日をちょっと楽しみませんか？

あなたが笑えば世界も笑う。

Let’s have fun

Because the world is your mirror





て
ま
す
ま
す
存
在
感
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。

1
9
6
0
年
代
後
半
以
降
：
彫
刻
制
作
や
映

画
制
作
な
ど
も
通
し
て
幅
広
い
領
域
で
表
現

活
動
を
行
う

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、1
9
6
4
年
頃
か
ら

彫
刻
に
も
関
心
を
持
ち
始
め
、『H

ead of 
Girl

』（
1
9
6
4
年
）や『Head w

ith Red 
Shadow

』（
1
9
6
5
年
）を
制
作
し
ま
す
。

1
9
6
9
年
に
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ア
ッ

パ
ー・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
グ
ッ
ゲ
ン
ハ

イ
ム
美
術
館
に
お
い
て
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン

の
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、1
9
7
0
年
に
は
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス・カ

ウ
ン
テ
ィ
美
術
館
か
ら
の
依
頼
で
映
画
制
作

に
も
携
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、1
9
7
2
年
か
ら
1
9
8
0
年
の

初
め
に
か
け
て
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
漫
画

を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
だ
け
で
な
く
、果
物
、花
、

花
瓶
な
ど
の
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
も
含
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

私
生
活
に
お
い
て
は
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は

1
9
6
8
年
に
ド
ロ
シ
ー・ヘ
ル
ツ
カ
と
再
婚

し
ま
す
が
、1
9
9
1
年
か
ら
歌
手
の
エ
リ

カ
・
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
と
も
関
係
を
持
ち
始
め
ま

す
。

40
歳
以
上
年
下
の
エ
リ
カ
・
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー

は
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の「Nudes

シ
リ
ー

ズ
」に
お
け
る
ミ
ュ
ー
ズ（
性
的
魅
力
を
持
ち

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
存
在
）と

な
り
ま
し
た
。

1
9
9
5
年：国
民
芸
術
勲
章
を
受
賞

1
9
9
5
年
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
画
家
、

彫
刻
家
と
し
て「
国
民
芸
術
勲
章
」を
授
章
し

ま
し
た
。国
民
芸
術
勲
章
と
は
、ア
メ
リ
カ
の

芸
術
家
や
芸
術
後
援
者
に
送
ら
れ
る
、最
も

栄
誉
あ
る
勲
章
で
す
。

ま
た
、同
年
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
日
本
の

「
京
都
賞
」の
思
想
・
芸
術
部
門（
美
術
分
野
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

京
都
賞
と
は
、京
セ
ラ
株
式
会
社
名
誉
会
長

で
あ
る
稲
盛
和
夫
が
設
立
し
た「
公
益
財
団

法
人
稲
盛
財
団
」に
よ
る
、日
本
の
国
際
賞
で

す
。

ち
な
み
に
京
都
賞
は
、京
都
賞
の
受
賞
後
に

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
人
物
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、近
年
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、国
民
芸
術
勲
章
を

授
章
し
た
2
年
後
の
1
9
9
7
年
9
月

29

日
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、

肺
炎
に
よ
る
合
併
症
に
よ
り
7
3
歳
で
息
を

引
き
取
り
ま
し
た
。

亡
く
な
る
前
ま
で
熱
心
に
制
作
に
励
ん
だ
リ

キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
作
品
は
、現
在
も
世
界
中

の
著
名
な
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
作
品
の
世
界
観

ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、ア
ン
デ
ィ・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
と
同
時
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

躍
し
た
ポ
ッ
プ・ア
ー
ト
の
巨
匠
で
す
。

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
と
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ア
ー
ト

（
大
衆
芸
術
）の
略
称
で
あ
り
、1
9
6
0
年

代
前
半
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
活
発

化
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
展
開
し
て
い
た
抽
象
表
現
主
義

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
比
較
し
て
、テ
ー
マ
が
わ

か
り
や
す
く
、誰
も
が
理
解
し
や
す
い
と
こ

ろ
が
ポ
ッ
プ・
ア
ー
ト
の
魅
力
の
一
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
で
は
、漫
画
や
ス
タ
ー
の
肖

像
な
ど
大
衆
文
化
に
属
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
を
、絵
画
や
彫
刻
に
取
り
入
れ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
技
術
を
用
い
た
版
画

作
品
も
多
く
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、戦
争
漫
画
や
恋
愛
漫

画
を
取
り
上
げ
た
作
品
で
有
名
で
す
。

作
品
の
特
徴
と
し
て
は
、は
っ
き
り
と
し
た
輪

郭
線
や
ベ
ン
デ
イ
ド
ッ
ト（
ア
メ
リ
カ
ン
コ

ミ
ッ
ク
の
カ
ラ
ー
表
現
に
用
い
ら
れ
る
ド
ッ

ト
）が
用
い
ら
れ
る
こ
と
や
、多
く
の
場
合
、

赤
・
青
・
黄
の
三
原
色
を
使
っ
た
油
彩
で
制
作

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
原
色
に
白・黒
を
加
え
た
色
使
い

は
、19
世
紀
末
か
ら
2
0
世
紀
に
か
け
て
活

躍
し
た
抽
象
画
家
、ピ
エ
ト
・
モ
ン
ド
リ
ア
ン

に
も
共
通
し
ま
す
。

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
平
面
性
を
強
調
し
た

構
成
は
、同
じ
く
平
面
性
を
強
調
し
た
抽
象

表
現
主
義
か
ら
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

ま
た
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
後
期
の
作
品
で

は
漫
画
以
外
の
テ
ー
マ
も
取
り
上
げ
、三
原
色

以
外
の
色
も
使
っ
て
お
り
、表
現
の
幅
を
広
げ

て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
に
も
影
響
を
与
え
た

ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
と
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
双
璧
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。二
人
は
同
時
代
に
活

躍
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
め
、比
較
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

貧
し
い
家
庭
か
ら
成
り
上
が
っ
て
華
や
か
な

世
界
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
人
生
を
送
っ
た
ア

ン
デ
ィ・ウ
ォ
ー
ホ
ル
に
対
し
、中
流
階
級
の
家

庭
に
生
ま
れ
た
ロ
イ・
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は

恋
愛
面
の
奔
放
さ
は
多
少
あ
っ
た
も
の
の
、比

較
的
堅
実
な
人
生
を
送
っ
た
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

互
い
に
意
識
し
合
っ
て
い
た
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ

ン
と
ウ
ォ
ー
ホ
ル
で
す
が
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ

ン
が
ウ
ォ
ー
ホ
ル
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
一

つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

30
代
の
前
半
の
ウ
ォ
ー
ホ
ル
は
、人
気
の
ア
メ

リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク『
バ
ッ
ド
マ
ン
』『
ス
ー
パ
ー

マ
ン
』を
モ
チ
ー
フ
に
作
品
を
制
作
し
て
い
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
が
同
じ
く
ア

メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、完

成
度
の
高
い
作
品
を
制
作
し
て
い
る
の
を
目

に
し
ま
す
。

ド
ッ
ト
を
使
っ
た
独
特
な
表
現
を
見
て
ウ
ォ
ー

ホ
ル
は
非
常
に
悔
し
が
り
、そ
れ
以
来
ア
メ
リ

カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
を
題
材
と
し
た
作
品
か
ら
手

を
引
き
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
の
と
き
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
方
向
転
換

を
図
っ
た
お
か
げ
で
名
作『
キ
ャ
ン
ベ
ル
ス
ー

プ
缶
』が
生
ま
れ
た
の
で
す
か
ら
、運
命
と
は

お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

ロ
イ
・

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ

ン
は
、1
9
2
3

年
、ア
メ
リ
カ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

不
動
産
の
仕
事
を

す
る
父
親
と
主
婦

の
母
親
を
持
つ
、中

流
階
級
の
出
身
で

す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド（
比
較
的
高
所
得
者
向
け
の
住
宅

街
）で
育
ち
、ド
ワ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
と
い
う
進

学
校
で
学
ん
だ
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、そ
の

後
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
美
術
学
部
へ
進
み
ま

す
。

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
母
か
ら
影
響
を
受
け

た
の
か
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
若
い
こ
ろ
か

ら
音
楽
を
愛
し
ま
し
た
。リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン

は
、楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
姿
を
描
く
の
も
好
き
で
し

た
。 

　

1
9
4
0
年
：
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学

美
術
学
部
に
て
美
術
を
学
ぶ

 

1
9
4
0
年
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
離
れ
て
オ
ハ
イ
オ
州
立
大

学
の
ス
タ
ジ
オ
コ
ー
ス
へ
通
い
始
め
ま
す
。

そ
こ
で
学
位
を
取
得
し
た
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ

ン
で
し
た
が
、1
9
4
3
年
か
ら
1
9
4
6

年
ま
で（
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
か
ら
戦
後

す
ぐ
の
時
期
）は
、陸
軍
に
入
隊
し

て
任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

除
隊
後
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ

ン
は
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学

の
大
学
院
で
、彼
の
作
品

に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い

わ
れ
る
ホ
イ
ト
・
L
・
シ
ャ
ー
マ

ン
教
授
に
出
会
い
ま
す
。

彼
の
も
と
で
三
次
元
空
間
で
見
た
も
の
を
二

次
元
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
学
ん
だ
リ
キ
テ

ン
ス
タ
イ
ン
は
、1
9
4
9
年
に
芸
術
学
の
修

士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
の
講
師
と
し
て
も
働
い

た
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、1
9
4
9
年
に
イ

ザ
ベ
ル
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
結
婚
し
ま
し
た
が
、

彼
女
と
は
1
9
6
5
年
に
離
婚
し
て
い
ま
す
。

1
9
5
0
年
代
：
製
図
工
や
大
学
講
師
を
し

な
が
ら
抽
象
表
現
主
義
の
作
品
を
制
作

1
9
5
1
年
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ル
バ
ッ
ハ・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

い
て
、初
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
頃
の
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、製
図
工
や

大
学
講
師
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
つ
つ
、当
時

流
行
し
て
い
た
キ
ュ
ビ
ズ
ム
や
抽
象
表
現
主

義
の
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

1
9
5
4
年
に
現
在
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
長
男
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ホ
イ
ト
・
リ

キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
が
誕
生
、続
い
て
1
9
5
6

年
に
は
次
男
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
リ
キ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

1
9
5
8
年
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
北
部
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立

大
学
オ
ス
ウ
ィ
ー
ゴ
校
で
教
え
始
め
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
抽
象
表
現
主
義
の
作
品
の
中
に
、

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
な
ど
の
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
始
め
ま
し
た
。

1
9
6
1
年：最
初
の
ポ
ッ
プ・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
開
始

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、1
9
6
0
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で

働
き
始
め
ま
す
。

そ
こ
で
出
会
っ
た「
ハ
プ
ニ
ン
グ
」（
一
般
人
を

巻
き
込
ん
だ
ゲ
リ
ラ
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ア
ー
ト
）の
創
始
者
で
あ
る
ア
ラ
ン
・
カ
プ

ロ
ー
の
影
響
で
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ポ
ッ

プ・ア
ー
ト
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

1
9
6
1
年
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、息
子

が
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
コ
ミ
ッ
ク
本
を
指
し
て

言
っ
た「
き
っ
と
パ
パ
に
は
あ
れ
ほ
ど
う
ま
く

描
け
な
い
よ
」と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、

『Look M
ickey

』と
い
う
作
品
を
制
作
し
ま

す
。

輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
表
現

は
、以
降
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
作
品
の
特
徴

と
な
り
ま
し
た
。

1
9
6
2
年
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
商
レ

オ
・
カ
ス
テ
リ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、漫
画
の
イ

メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン

の
初
め
て
の
個
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
が
出
品
し
た
作
品
は
、展

覧
会
が
始
ま
る
前
に
す
で
に
コ
レ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
買
い
占
め
ら
れ
、注
目
を
集
め
ま
し

た
。

こ
の
頃
か
ら
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
戦
争
や

恋
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
か
ら
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、多
く
の
作
品
を
制
作
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『Look M
ickey

』や
1
9
6
3
年
に
制
作
し

た『Drow
ning Girl

』は
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ

ン
を
代
表
す
る
初
期
の
名
作
で
す
。

1
9
6
4
年
：『
ラ
イ
フ
』誌
に
て「
彼
は
ア
メ

リ
カ
で
最
悪
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
」と
酷
評
さ

れ
る

1
9
6
4
年
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ラ
ト

ガ
ー
ス
大
学
の
仕
事
を
辞
し
、ア
ー
ト
の
中
心

地
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て
絵
画
制
作

に
専
念
す
る
こ
と
を
決
め
ま
す
。

『Look M
ickey

』や『Drow
ning Girl

』で
話

題
に
な
っ
た
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
で
す
が
、当

時
の
評
価
は
よ
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
作
品
を「
低
俗
」「
空

虚
」と
評
す
る
美
術
評
論
家
も
多
く
存
在
し

ま
し
た
。

1
9
6
4
年
、ア
メ
リ
カ
の
人
気
雑
誌『
ラ
イ

フ
』は
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
こ
と
を
取
り
上

げ
て「
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
史
上
最
悪
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
だ
」と
い
う
長
い
批
評
を
掲
載
し
ま

す
。

し
か
し
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
褒
め
ら
れ
て

も
け
な
さ
れ
て
も
意
に
介
さ
ず
、黙
々
と
作
品

制
作
に
集
中
す
る
の
み
で
し
た
。

ま
た
、人
気
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
、リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
が
注
目
の
新
人
と
し

 Roy Lichtenstein

KADOMATUKADOMATU

TOSIKITOSIKI

若い音楽ファンを中心に、80年代シティポップが注目を集めている。そんな中、中山美穂とJADOESの7作品がSACD/CDハイブリッド盤で登場した。

いずれも1986～1988年に、角松敏生さんのプロデュースでオリジナルCDが発売された。

今回は角松さんに当時の思い出やプロデュース、音作りで工夫した点についてじっくりお話をうかがった。

また8月31日に、角松さんの8年ぶりのオリジナルアルバム『Inherit The Life』も発売された。こちらは9月末に神奈川芸術劇場で上演される舞台

『THE DANCE OF LIFE -The beginning-』で使われる楽曲を収めた音楽物語。この『Inherit The Life』についても語っていただいた。

酒井　角松さん、ご無沙汰しています。
角松　こちらこそ、お久しぶりです。お元気でしたか？
酒井　はい。角松さんも相変わらずのご活躍ですね。
オリジナルアルバム『Inherit The Life』は、前作から8

年ぶりの作品とのことで、随分と時間が経過していた
んだなぁと驚いています。
角松　9月23日～25日に神奈川芸術劇場で『THE 

DANCE OF LIFE』という僕が監督総指揮を執る音楽
のライブとダンス＆アクトが融合したオリジナルの舞
台を上演します。アルバムの発売をそのタイミングに
合わせようと考えていました。直近のオリジナルアル
バムは『THE MOMENT』（2014年）ですが、あの頃か
ら実験的に色々やっておかなくてはいけない課題も
たくさんあったので、それを順番にこなしていたら8年
かかったということですよね。
酒井　その間『SEA IS A LADY 2017』や『Breath 

From The Season 2018』『EARPLAY～REBIRTH 2

～』などがリリースされていましたので、僕の印象では
そこまで久しぶりだなぁという感じはしていませんで
したが、角松さんのファンも同じ気持ちじゃないかと
思うんです。
角松　なるほど、今気がつきました。確かにそうかも
しれませんね。そもそもそれらのアルバムも、単純な

リマスターではなく、常に斬新なもの、新録作品の気
持ちで取り組んできましたからね。それらひとつひと
つが、今回の『Inherit The Life』につながるための重
要な「点」でありそれを線として繋げたのが本作です。
はからずもコロナ禍の数年が、僕にとってはさらなる
実験、検証ができる時間にはなりました。ラジオドラ
マの制作をしたりね。ライブ配信など色々なことにも
取り組みましたしね。
酒井　ブルーノート東京からの配信は音質にもこだ
わっていたのが角松さんらしい取り組みでしたね。
角松　ありがとうございます。結局時間が押してし
まって、『Inherit The Life』の仕上げはほんとうにたい
へんでした。また、今回は舞台のスケジュールも重要
だったんです。『Inherit The Life』はオリジナルアルバ
ムであり、同時にこの舞台で使用される楽曲集なんで
すよね。
酒井　すべての楽曲が、ですか？
角松　全部です。今回は音楽映画をライブで見せるよ
うな構成なんです。舞台上でお芝居が展開するんだけ
ど、そこにはライブステージがあって、音楽は生演奏
で、演者はアクトとダンスを見せる。物語の中にMVが
差し込まれているような映画作品をライブで見せるも
のと思って下さい。舞台ありきというよりも、まず音楽

ありきであるからこそ描ける物語なんです。
酒井　『Inherit The Life』は舞台のサントラ的な位置
づけになる？
角松　サントラではありません。舞台で使われる楽曲
のフルバージョンが収められた作品といっていいかな。
酒井　音楽が生み出す物語。どんな展開なのか気に
なります。
角松　実は、9月の舞台は急遽決まったんです。もとも
とはコロナ禍の関係もあって、今年か来年のどちらで
上演するか、揺れていました。僕自身は、来年くらいま
でかけて準備した方がいいだろうって思っていたので
すが、なかなか押さえられない神奈川芸術劇場のス
ケジュールが今年、取れましてね。これは何かご縁だ
なと思い、せっかくならと来年上演予定の物語の前日
譚を制作することにしたのです。
酒井　つまり、新たに作ったと。
角松　来年上演する物語が僕の中でできあがってい
て、『Inherit The Life』はそれに基づいて書かれた曲
だったんですけど、急遽その30年前のお話を創作しよ
うと思い立ちました。それもあり、9月の舞台の正式名
称は『THE DANCE OF LIFE -The beginning-』となっ
ています。
酒井　なるほど、そういう構成なんですね。両方で使

う楽曲は同じですか？
角松　来年の舞台と今回の『～-The beginning-』で
使われる曲は基本的に同じですが、今回のために用
意した曲も含まれています。そもそもこの新作では、
もっともっとやってみたいことがあったんです。アナロ
グレコードやSACDも作ってみたかった。しかし時間
的余裕がなくて今回はできませんでした。なので来年
の舞台に向けてはそういったパッケージメディアを含
めた新しい展開も模索していきたいと考えています。
酒井　角松さんは以前から映像作品をご自身で監督
したり、演劇もやっていらっしゃいますよね。
角松　もともと僕は映画を作りたかったので、これま
でも映画音楽を手がけるなど勉強をしてきましたし、
映像チームも持っていますが、やっぱり映画は難しい
ですよね。予算や配給をどうするかという問題もある
し。
とはいえ今回の9月の舞台はWOWOWが放映してく
れる予定なので、撮影監督と打ち合わせながら映像
の演出もしています。やっぱり映画本編のような映像
作品を作りたいんだなって、改めて自分で思いますよ
ね。潤沢な銭があればやりたいですが僕のような中小
企業事業者には見果てぬ夢です（笑）。
酒井　舞台も含め、『Inherit The Life』を皮切りに、今
までとは違う角松作品が広がっていきそうです。
角松　このアルバムを起点に、今後角松は一体何をや
りたいんだろうという風に、興味を持って聴いていた
だけると嬉しいですね。
酒井　そもそも『Inherit The Life』にはライナーノー
ツがない！ これには驚きました（笑）。
角松　ガチな証拠です（笑）。僕から特にコメントする
ことはありませんので、黙って曲を聴いて下さいとい
うことですね。
̶̶今日は8～9月にタワーレコードから発売された
中山美穂さんとJADOESのSACD/CDハイブリッド盤
も準備しています。中山さんが3タイトル、JADOESが
4タイトル発売されています。
角松　プロデュース業としての最初のメジャーワーク
は杏里さんの「悲しみがとまらない」（1983年11月5

日）でした。他にも、清水宏次朗さん、ジャッキー・チェ
ンさん、中森明菜さん、西城秀樹さんなどに作詞・作
曲をしたことはありましたが、プロデュースという肩書
きをいただいたのは杏里さんが最初でしたね。その後
が中山美穂さんで、次がJADOES。
酒井　杏里さんと中山美穂さんに対してJADOESは
少々音楽の傾向が違います。
角松　JADOESはメンバーが僕の自宅のポストに直
接デモテープと手紙を投函してくれたんです。
酒井　その話って本当だったんですね（笑）。
角松　当時彼らはお笑い芸人として注目されつつ
あって、ステージを見に行ったら、こいつら面白いなあ
と思ってすごく気に入っちゃったんです。彼らの笑い
の感性とか、時代を見る目、音楽的センスが僕と合う
かもしれないと思ったのでプロデュースを引き受けた
んです。
酒井　80年代後半は、角松さんのオリジナルアルバム
と、プロデュース作が一連の流れになっています……。

角松　自分のアルバムは海外で最先端のエンジニア
やプロデューサーと一緒に作り、そこで得た刺激を吸
収し、情報を日本に持ち帰って、プロデューサー業に
活かしていたという感じでしょうか。例えば当時は日
本のスタジオはデジタルエフェクトに耳目が向いてい
たんですが、アメリカではチューブ（真空管式）のイコ
ライザーやコンプレッサーなどのアナログがまだ基本
的にサウンドメイキングの重要な要（ツール）として使
われていたりました。そういう日本とアメリカの実際
の現場の違いを目の当たりに知ることができたのは
ありがたかったですね。
酒井　まさにデジタルとアナログが交錯していた時代
です。
角松　JADOESの「Dumpo!」（『a lie』に収録）はこれ
までの12cmディスクの中で一番いいサウンドバラン
スだと思いました。ボリュウムを上げても印象はそん
なに変わらなかった。そこは今風の音になっているの
かもしれません。
酒井　『IT’S FRIDAY』は泥臭いというか、音の重心が
下がった音のようにも感じました。今回のSACDは
ファンキーな感じがスムーズに再現されるので、凄く
いい。
角松　JADOESについては“踊らせるための音楽”っ
ていうコンセプトがあったので、かなり低音を意識し
たミックスになっているような気もしました。でもこう
やって聴き直すと、好き勝手にやってるなって気がし
ます（笑）。売れる、売れないなんてどうでもいい、自分
達が楽しけりゃいいみたいな感じで作ってる気分が、
SACDから伝わってきますよね。
酒井　アルバムを作るプロセスだけでなく、精神的な
部分でも、角松さんとJADOESのメンバーではなにか
共有できていた感じですか？
角松　本当に、いい遊び仲間みたいな感じでしたか
らね。先輩がいろいろ仕事のことを教えてやると、後
輩が遊び方を教えてくれるみたいな関係だったよう
な気もします。僕自身、どうやったら彼らが盛り上がる
かってことしか考えてなかったな。そういった意味で
はこれらのアルバムは貴重な実験の記録ともいえる
と思います。この音はよく使ったなとか、この効果って
どうやって作ったんだっけとか、思い出しながら
SACDを聴いていました。
酒井　80 年代の大いなる実験の記録。
角松　“大いなる”というほどではないですけどね
（笑）。
酒井　いえいえ、充分貴重な音源だと思いますよ。
角松　アナログテープからDSD変換できたのもよ
かったですね。テープエディットしているので、つぎは
ぎだらけだから保存も難しかったはずですが、この
SACDはいい音をしていると思います。
酒井　いわゆるアーティストが他のアーティストをプ
ロデュースするというのは今でこそ当たり前だけど、そ
の走りですね。お話をうかがっていると、サウンドプロ
ダクションでのカット・アンド・トライが数多くあった
んだということがよくわかりました。
角松　そうですね、プロデュースは試行錯誤という言
葉に尽きますね。今日も聴き直してみて、成功している

なというものもあるし、ちょっとオーバー・プロデュー
スだったかなと感じる部分もあります。JADOESの一
枚目のアルバム『IT’S FRIDAY』（1986年11月21日）は
86年発売ですが、この頃僕はニューヨークで『Touch 

And Go』（1986年6月11日）を作っていました。『IT’S 

FRIDAY』は帰国して作業しているんですが、ニュー
ヨークのスタジオで会得した技術を投入しています。
例えばテープエディットの技術をアメリカで学んでき
て、内沼さんにこんなものをやろうよって提案して、本
格的に使い始めたのがこの頃でした。その意味では
JADOESのアルバムで試した、みたいなところもあり
ましたね。また当時は本格的にプログラミングの勉強
を始めていて、インストゥルメンタルの『SEA IS A 

LADY』（1987年7月11日）を挟んで、曲作りを全部プ
ログラミングでやったのが『Before The Daylight』で
した。プログラミングによるサウンドが面白くなり始め
て、それを本格的に活かし始めたのがJADOESと中
山美穂さんのアルバムだったんです。申し訳ない言い
方ですが、彼ら彼女の作品でプログラミング技術を磨
かせていただいたとも言えるかな。
酒井　さて、最近は80年代のいわゆる“シティポッ
プ”が見直されていますが、その現象をどのように捉
えていらっしゃいますか？
角松　今の若い人が80年代の音楽を聴いてくれるの
は知っていますが、それは当時の僕が目指していたも
のとはまったく違った価値観で評価しているんだろう
なと思っています。当時の価値がそのまま見直されて
るのではないということ。今の若者はまったく違う価
値観で、評価しているんだと思います。政治、世界情勢、
経済などの社会全般の価値観も有様も違うし、それ
に伴う倫理観、恋愛観なども今とはまったく異なりま
すからね。
酒井　なるほど。とても角松さんらしい考察です。
角松　音楽的なことだけ言えば、僕は、60年代から
80年代までに、大衆音楽の大体のメソッドは出尽くし
ていると考えています。90年代から現在までの音楽
やメロディライン、ジャンルも含めてベースはそこまで
に構築された音楽を単に組み替えて再構築している
に過ぎないと思います。極端に言えば新しいものは生
まれていない、また、生まれる必要もないんだと思い
ます。僕達の世代は、そういった源泉がどのような経
過を辿って現在に至ったかという構図をリアルタイム
で観てきたのです。僕自身も本家アメリカで制作しな
がら、60～80年代に苦心惨憺して音楽を作ってきた
人たちと実際に仕事をしてきました。その年代にすべ
ての根源があるから、今の若い人が当時のものに興
味を持つのは、当たり前の話です。オリジンを追体験
しようとしている、本能的にそうさせてるということだ
と思っています。だから今後は、自分たちがやってきた
メソッドを遺すためにも、CD とかライブなどを通じ
て、僕らの世代の見聞を伝え始めてもいいんじゃない
か、そう感じ始めています。
酒井　きょうはいつもとは違ったお話がいっぱいうか
がえましたし、80年代の“角松サウンド”も堪能させて
いただきました。ありがとうございました。
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LOVE INDIA

としてのカフェ通いは約 10 年。

訪れたカフェは数知れず

カフェとは日常

日々の暮らしになくてはならない物

最後まで見てくれてありがとう。

1 日一件を

じっくり味わうのが幸せ。

そんなカフェを愛する

LOVE INDIA の

日常を

のぞいていってくださいな。

＊マッターホン＊

モカソフト

＊cafe omtenashamoji＊

＊cafe omtenashamoji＊

秋のお芋プリン

紅茶のプレミアムプリン

＊AIMU＊

＊AIMU＊

アイムパンケーキ
＊202 カリー堂＊

抹茶バスクチーズケーキ

＊yoffe+＊

＊yoffe+＊チョコとアーモンドのフルーツショートケーキ

イチゴタルト

ブルーベリーのレアショートケーキ

ブルーベリータルト

桃の贅沢パフェ
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